
1 
 

業績集：リハビリテーション科 

 

・Ken Kouda, Hideki Konishi, Toshikazu Kubo, Fumihiro Tajima.Case Report: Rhebabilitation assessment and 

exercise using cardiopulumonary exercise test after coronavirus-disease pneumonia.Fronyiers in Rehabilitation 

Sciences:01-06.04 July 2025. 

・ Ken Kouda，Motohiko Bannno，Hideki Konishi.The Relationship between Physical Function and Quality of Life 

in Eldery People Requiring Long-term Care.Progress in Rehabilitation Medicine;Vol.10 .1-9.2025.05. 

・⼩⻄英樹，中島幹雄，⼤植睦：⾼齢者における右全⼈⼯膝関節置換術後の⾃動⾞運転能⼒や運転再開
にあたって．中部整災誌 66，921-922，2023. 

・⼩⻄英樹，中島幹雄，⼤植睦：当院における肺塞栓症症例に対しての後向き的検討．中部整災誌 57，
67-68，2024． 

・⼩⻄英樹，橋本務，⼤植睦：⿂骨による⼩腸穿孔症例に対して、早期リハビリテーション介⼊をおこ
なった 1 例．第 54 回日本リハビリテーション医学会近畿地方会誌，Page 16，2024． 

・⼩⻄英樹，橋本務，⼤植睦：⾼齢者における段差昇降能⼒について．The Japanese Journal of Rehabilitation 

Medicine 特別号 Page S73(2024.6)． 

・⼩⻄英樹，橋本務，⼤植睦：⾼齢者の⾝体能⼒が QOL に与える影響について．The Japanese Journal of 

Rehabilitation Medicine 特別号 Page S123(2024.6)． 

・⼩⻄英樹：リハビリテーション専門医からみた嚥下障害へのアプローチ―事例で学ぶ、明日から役立
つマル秘テクニックー．令和 5 年度和泉市在宅⻭科⼝腔ケア地域連携研修会．2023.10.22． 

・⼩⻄英樹：医科からみた嚥下障害-嚥下造影検査を中心に-．令和 5 年 岸和田市三師会．2023.07. 

・⼩⻄ 英樹，中島 幹雄, ⼤植 睦：針筋電図の有用性を再認した筋萎縮性側索硬化症の 1 例．第 53 回近
畿リハビリテーション医学会地方会誌.Page 14（2023.9.17)． 

・岩橋孝弥、⼩⻄英樹：橈骨遠位端骨折後，⼿根管症候群および Gyon 管症候群を来した１例.第 53 回近
畿リハビリテーション医学会地方会．Page 9(2023.9.17)． 

・⼩⻄ 英樹, ⼤植 睦，橋本 務：⼈⼯股関節置換術後の心肺機能の経過と⾝体機能を追跡できた 1 例．
第 53 回近畿リハビリテーション医学会地方会．Page 15(202.9.17)． 

・⼩⻄ 英樹, 中島 幹雄, ⼤植 睦：⼈⼯股関節置換術後の臨床的⾝体機能と心肺機能（CPX）について．
中部日本整形外科災害外科学会雑誌 VoL66．p.286 October 1．2023． 

・⼩⻄ 英樹, ⼤植 睦：当院における肺塞栓症症例に対しての後向き的検討．中部日本整形外科災害外科
学会雑誌 VoL66．p.225 October 1．2023． 

・⼩⻄ 英樹, 中島 幹雄, ⼤植 睦：⾼齢者における右全⼈⼯膝関節置換術後の⾃動⾞運転能⼒や運転再
開に当たって：中部日本整形外科災害外科学会雑誌(0008-9443)66 巻春季学会 Page 247(2023.03)． 

・⼩⻄ 英樹，橋本 務，⼤植 睦，中土 保，梅本 安則：補助飲料食品に対してトロミ剤を使用すること
で，適切な粘度維持はなし得るのか： The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine 特別号 Page 

S387(2022.10)． 

・⼩⻄ 英樹，橋本 務，⼤植 睦，中土 保，梅本 安則：認知症が無いと判断される在宅⾼齢者に対して，
DEMQOL は有用か．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine 特別号 Page S415(2022.10)． 
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・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 中土 保, 堀谷 容平, 梅本 安則, 幸田 恵, 三上 幸夫, 田島 文博：
COVID19 後の廃用症候群に対し、心肺機能検査を実施し、リハビリテーション治療をおこなった 2 例に
ついて．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)特別号 Page S539(2022.05)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 中土 保, 梅本 安則, 幸田 恵, 三上 幸夫, 田島 文博：⾝体機能維持は
⾼齢者の QOL へ影響を与えるか? EQ-5D-5L と⾝体機能バッテリーの関係について．The Japanese Journal 

of Rehabilitation Medicine(1881-3526)特別号 Page S409(2022.05)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 中土 保, 堀谷 容平, 梅本 安則, 幸田 恵, 三上 幸夫, 田島 文博：右全
⼈ ⼯ 膝 関 節 置 換 術 前 後 の ⾃ 動 ⾞ 運 転 能 ⼒ に つ い て ． The Japanese Journal of Rehabilitation 

Medicine(1881-3526)特別号 Page S310(2022.05)． 

・⼩⻄ 英樹,橋本 務,⼤植 睦,中土 保,坂野 元彦：中足骨骨折，脳塞栓症後，総腸骨静脈に巨⼤血栓と肺
塞栓症を来した 1 例．第 51 回日本リハビリテーション医学会 日本リハビリテーション近畿医学会学術
集会誌 Page 6.2021． 

・⼩⻄ 英樹,橋本 務,⼤植 睦,中土 保,坂野 元彦：軽微な外傷による肩関節脱臼後、腕神経叢麻痺を呈し
た 1 例．第 51 回日本リハビリテーション医学会 日本リハビリテーション近畿医学会学術集会誌 Page 

6.2021．  

・羽端 章悟，⼩⻄ 英樹：両下肢麻痺を初発症状で発症した好酸球性多発血管炎性肉芽腫症の症例報告
−10 年以上機能回復を続けている稀有な症例−．第 51 回日本リハビリテーション医学会 日本リハビリ
テーション近畿医学会学術集会誌 Page 4．2021． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, 中土 保, 風呂谷 容平, ⽯⻲ 綾奈, 梅本 安則, 幸田 剣, 三上 幸夫, 田島 文博：
⾼齢者における Short Physical Performance Battery Performance Battery(SPPB)の有用性． The Japanese 

Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)58 巻秋季特別号 Page S369(2021.10)． 

・ ⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 中土 保, ⽯⻲ 絢奈, 梅本 安則, 幸田 剣, 三上 幸夫, 田島 文博：⼈
⼯膝関節置換術前後での着席起立能⼒の推移 CS-30 の経時的変化について．The Japanese Journal of 

Rehabilitation Medicine(1881-3526)58 巻特別号 Page 3-14-3-1(2021.05)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 中土 保, ⽯⻲ 綾奈, 梅本 安則, 幸田 剣, 三上 幸夫, 田島 文博：頸椎
術後に C5 麻痺を発症した 3 例 物理療法有用性と発症後の針筋電図による予後予測． The Japanese 

Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)58 巻特別号 Page 2-15-2-5(2021.05)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 中土 保, ⽯⻲ 絢奈, 梅本 安則, 幸田 剣, 三上 幸夫, 田島 文博：リハ
ビリテーションにやや難渋した右後⼤脳動脈領域の皮質下出血により⾼次脳機能障害を来した 1 症例．
The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)58 巻特別号 Page 2-13-1-7(2021.05)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 中土 保, ⽯⻲ 綾奈, 梅本 安則, 幸田 剣, 三上 幸夫, 田島 文博：⼊院
療養は心肺機能を低下させるか? CPX を用い経過をみた肺サルコイドーシスの 1 例．The Japanese Journal 

of Rehabilitation Medicine(1881-3526)58 巻特別号 Page1-15-3-3(2021.05)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 中土 保, ⽯⻲ 綾奈, 梅本 安則, 幸田 剣, 三上 幸夫, 田島 文博：ドラ
イブシミュレーターを用いた⼈⼯膝関節置換術後の運動能⼒について 特に加齢性変化に着目して．The 

Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)58 巻特別号 Page 1-13-8-6(2021.05)． 

・⼩⻄ 英樹：リハビリテーション科医にとって必要な栄養管理とリハビリテーション治療．The Japanese 

Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)58 巻特別号 Page  EL72(2021.05)． 
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・⽯⻲ 綾奈, ⼩⻄ 英樹, 坂田 ゆき, 田中 聖慈, 羽端 章吾, 田島 文博：EVT(Endo Vascular Treatment)の
臨床的有用性について ABI(Ankle Brachial Index)を用いた評価． The Japanese Journal of Rehabilitation 

Medicine(1881-3526)58 巻秋季特別号 Page S414(2021.10)． 

・風呂谷 容平, ⼩⻄ 英樹, 角谷 直彦, 野中 都, 星野 晶子, 田島 文博：ドライブシミュレーターを用い
た右全⼈⼯膝関節置換術前後のブレーキ・レスポンスなどの変化について．The Japanese Journal of 

Rehabilitation Medicine(1881-3526)58 巻秋季特別号 Page S401(2021.10)． 

・中濱 潤美, ⼩⻄ 英樹, 向井 裕貴, 南方 美由希, 武内 菜摘, 田島 文博：⾼齢者における 5 回椅子立ち
上がりテスト(Sit to stand-5:SS-5)について．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)58 巻
秋季特別号 Page S369(2021.10)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 中土 保, 中村 博亮, 池渕 充彦：全⼈⼯膝関節置換術の短期予後調査 
特に術後可動域獲得に着目して． The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)57 巻秋季特別
号 Page S366(2020.11)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 中土 保, 池渕 充彦, 中村 博亮：気管切開・胃瘻から離脱できた脳血管
障害の 2 例． The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)57 巻秋季特別号 Page S356(2020.11)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 中土 保, 池渕 充彦, 中村 博亮：急性動脈閉塞症後に再灌流症候群を来
した 1 例．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)57 巻秋季特別号 Page S339(2020.11)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 中村 博亮, 池渕 充彦, 中土 保：診断に至るまでやや時間を要した多発
性 骨 髄 腫 の 2 例 ． The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)57 巻 特 別 号  Page 

3-15-5-4(2020.07)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 中土 保, 池渕 充彦, 中村 博亮：虚弱⾼齢者において Body Mass Index

が⾝体機能に与える影響．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)57 巻特別号 Page 

3-14-4-5(2020.07)． 

・和田 諭子, ⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 福田 寛二：SARS-CoV2 流行下での当院回復期病棟の利用
状 況 に つ い て ． The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)57 巻 秋 季 特 別 号  Page 

S385(2020.11)． 

・和田 諭子, ⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 福田 寛二：当院整形外科における超⾼齢患者の⼿術症例と
その経過について .The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)57 巻秋季特別号  Page 

S382(2020.11)． 

・⽯⻲ 綾奈, ⼩⻄ 英樹, 末永 正機, 中谷 匡登, ⻲田 浩司, 田島 文博：独歩で来院した肺塞栓を来した
2 例． The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)57 巻秋季特別号 Page S339(2020.11)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 中土 保, 池淵 充彦, 中村 博亮：対応に苦慮したメトロニダゾール
(MNZ)誘発性脳症の 1 例．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)56 巻特別号 Page 

4-13-2-5(2019.05)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 中土 保, 池淵 充彦, 中村 博亮：血液透析患者の足病変、足変形に対す
るフットケア．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)56 巻特別号 Page 3-12-5-5(2019.05)． 

・ ⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 中土 保, 池淵 充彦, 中村 博亮：転倒予防⼿帳の臨床的有用性につい
て．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)56 巻特別号 Page 1-7-1-4(2019.05)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 中島 幹雄, 中土 保, 池淵 充彦, 中村 博亮：ドライブシミュレーター
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を 用 い た 下 肢 ⼈ ⼯ 関 節 置 換 術 後 の 運 転 能 ⼒ に つ い て ． The Japanese Journal of Rehabilitation 

Medicine(1881-3526)54 巻秋季特別号 Page S286(2017.09)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 中島 幹雄, 中土 保, 池淵 充彦, 中村 博亮：肥満は⼈⼯膝関節置換術
後の短期機能回復に影響を与えるか．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)54 巻秋季特
別号 Page S258(2017.09)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 中島 幹雄, 中土 保, 池淵 充彦, 中村 博亮：当院における⼈⼯関節イ
ンプラント周囲⼤腿骨骨折に対する治療経験．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)54

巻秋季特別号 Page S257(2017.09)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 中島 幹雄, 中土 保, 池淵 充彦, 中村 博亮：重度の感覚性優位失語症
症例の在宅復帰への経過 SLTA と CADL に乖離が認められた症例．The Japanese Journal of Rehabilitation 

Medicine(1881-3526)54 巻秋季特別号 Page S194(2017.09)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 中島 幹雄, 中土 保, 池淵 充彦, 中村 博亮：胃瘻による栄養管理は果
たして安全であろうか? 不顕性胃食道逆流の検出などについて． The Japanese Journal of Rehabilitation 

Medicine(1881-3526)54 巻秋季特別号 Page S191(2017.09)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 中島 幹雄, 中土 保, 池淵 充彦, 中村 博亮：心肺運動負荷試験(CPX)

により運動処方を行い、運動耐用能が改善した肺サルコイドーシスの 1 例． The Japanese Journal of 

Rehabilitation Medicine(1881-3526)54 巻秋季特別号 Page S169(2017.09)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 中島 幹雄, 中土 保, 池淵 充彦, 中村 博亮：⼤腿骨頸部骨折術後のリ
ハビリテーション 回復期病棟における⼤腿骨近位部骨折症例の転帰についての調査 80 歳代と 90 歳以
上の症例の比較．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)54 巻秋季特別号  Page 

S149(2017.09)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 中島 幹雄, 中土 保, 池淵 充彦, 中村 博亮：右被殻出血により交叉性
失語症を呈したマルチリンガルの 1 例．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)54 巻秋季
特別号 Page S107(2017.09)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 中島 幹雄：アイタッチを用いた劣位半球損傷に対する⾼次脳機能障害
の評価．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(13526)JARM2016 Page I428(2016.06)． 

・橋本 務, ⼩⻄ 英樹, ⼤植 睦：二次医療圏における⾼次脳機能障害の地域コーディネーター拠点病院
の必要性．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine (1881-3526) JARM2016 Page I426(2016.06)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦：原因を特定できなかった前骨間神経麻痺を呈した下肢外傷の 1 例．The 

Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)52 巻 12 号 Page 790(2015.12)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦：当院における回復期リハビリテーション病棟の患者動向について．The 

Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)52 巻 12 号 Page 788(2015.12)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦：白血病治療後に Critical illness polyneuropathy を来した 1 例．The Japanese 

Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)52 巻 7 号 Page 446(2015.07)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦：橋梗塞により発症した嚥下障害の回復について．The Japanese Journal of 

Rehabilitation Medicine(1881-3526)52 巻 7 号 Page 441(2015.07)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦：Line Spread Test(LST)を用いた日本標準のトロミ水についての検討．The 

Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)52 巻 2 号 Page 151(2015.02)． 
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・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦：CPX を用い運動耐用能訓練により著効を呈した間質性肺炎の 1 例．The 

Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)52 巻 2 号 Page 151(2015.02)． 

・Koichi Yabunaka 1, Hideki Konishi, Gojiro Nakagami, Jyunko Matsuo, Atsushi Noguchi, Hiromi Sanada: 

Videofluoroscopy-guided balloon dilatation for treatment of severe pharyngeal dysphagia．Diagn Interv Radiol. 

Mar-Apr 2015;21(2):173-6.  

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦：MEDE の臨床的有用性について．The Japanese Journal of Rehabilitation 

Medicine(1881-3526)51 巻 11 号 Page 747-748(2014.11)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦：脳卒中による足部変形に対しての⼿術的治療が功を奏した 1 例．The 

Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)51 巻 11 号 Page 745(2014.11)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 田島 文博：ウイルス性多発脳神経炎により嚥下障害を来した 1 例．The 

Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)51 巻 4-5 号 Page 297(2014.04)． 

・橋本 務, ⼩⻄ 英樹, ⼤植 睦：二次医療圏における⾼次脳機能障害者の支援体制構築に向けて．The 

Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)51 巻 Suppl. Page S325(2014.05)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 垣田 真里, ⽯田 和也, 幸田 剣, 田島 文博：気管切開・胃瘻から離脱
で き た 脳 底 動 脈 瘤 破 裂 に よ る く も 膜 下 出 血 の 1 例 ． The Japanese Journal of Rehabilitation 

Medicine(1881-3526)51 巻 1 号 Page 65-66(2014.01)． 

・⼩⻄ 英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 坂野 元彦, 河崎 敬, ⻄村 行秀, 田島 文博：脳卒中後の上肢痛に対す
る Pregabalin の臨床的有効性について．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)51 巻 1 号 

Page 64-65(2014.01)． 

・⼩⻄英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 横山 真央, 佐々木 裕介, 中村 健, 田島 文博：看護必要度から見た回復
期病棟の転帰について．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)51 巻 1 号  Page 

63(2014.01)． 

・橋本 務, ⼩⻄ 英樹, ⼤植 睦：反応時間と視覚誘導性運動時間による左・右脳損傷例の注意機能障害
に関する検討．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)50 巻 Suppl. Page S279(2013.05)． 

・⼩⻄英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 幸田 剣, 中村 健, 田島 文博：⾼齢者に対する CAB(Cognitive Ability 

Booster)の臨床的有用性について．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)50 巻 Suppl. 

Page S216(2013.05)． 

・⼩⻄英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 田島 文博, 中村 健, 幸田 剣：要介護⾼齢者におけるロコモティブシン
ドロームと⾝体機能、認知機能などの関係について．中部日本整形外科災害外科学会雑誌(0008-9443)56

巻春季学会 Page 247(2013.03)． 

・⼩⻄英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 横山 真央, 佐々木 裕介, 幸田 剣, 中村 健, 田島 文博：右後頭葉皮質下
出血による⾼次脳機能障害に対してリハビリテーションを行った 1 例．The Japanese Journal of 

Rehabilitation Medicine(1881-3526)50 巻 2 号 Page 145(2013.02)． 

・⼩⻄英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, ⻄村 行秀, 佐々木 裕介, 幸田 剣, 中村 健, 田島 文博：⾼齢者における
⾝ 体 機 能 ・ 平 行 機 能 と 注 意 障 害 の 関 係 に つ い て ． The Japanese Journal of Rehabilitation 

Medicine(1881-3526)50 巻 2 号 Page 141(2013.02)． 

・⼩⻄英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 坂野 元彦, ⽯田 和也, 幸田 剣, 中村 健, 田島 文博：⻑期間を有し経⼝
摂取可能となった Wallenberg 症候群の 1 例．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)50
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巻 2 号 Page 150-151(2013.02)． 

・⼩⻄英樹：嚥下造影の適切な進め方・評価と実践．リハビリテーション科診療近畿地方会誌(1347-3956)12

号 Page 40(2012.12)． 

・⼩⻄英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 梅本 安則, 佐々木 裕介, 田島 文博：超音波検査 M モードを用いた嚥下
機能評価について．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)49 巻 11 号 Page 850(2012.11)． 

・橋本 務, ⼩⻄ 英樹, ⼤植 睦：反応時間課題による脳血管障害患者の注意障害に対する評価の試み．
The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)49 巻 Suppl. Page S296(2012.05)． 

・⼩⻄英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, ⽯田 和也, ⻄村 行秀, 田島 文博：膝継⼿に NK-6 を用い復職可能とな
った⼤腿切断(⻑断端)の 1 例．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)49 巻 11 号 Page 

846-847(2012.11)． 

・⼩⻄英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 神埜 奈美, 幸田 剣, 田島 文博：⾼齢者において BMI が移動能⼒に与え
る影響について．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)49 巻 11 号 Page 846(2012.11)． 

・⼩⻄英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 梅本 安則, 佐々木 裕介, ⽯田 和也, ⻄村 秀行, 幸田 剣, 田島 文博：
超音波検査 M モードを用いた嚥下機能評価 健常若年者と⾼齢者の比較．The Japanese Journal of 

Rehabilitation Medicine(1881-3526)49 巻 Suppl. Page S410(2012.05)． 

・橋本 務, ⼩⻄ 英樹, ⼤植 睦：反応時間課題による脳血管障害患者の注意障害に対する評価の試み．
The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)49 巻 Suppl. Page S296(2012.05)． 

・ Koichi Yabunaka,Hideki Konishi, Hiromi Sanada, Shinji Iizaka, Shigeru Sanada, Mutsumi Ohue ：
Ultrasonographic evaluation of geniohyoid muscle movement during swallowing: a study on healthy adults of 

various ages．Radiol Phys Technol. 2012 Jan;5(1):34-9.  

・⼩⻄英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 佐々木 裕介, 幸田 剣, 田島 文博：Line Spread Test(LST)の臨床的有用
性.The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)48 巻 12 号 Page 797(2011.12)． 

・⼩⻄英樹, 橋本 務, ⼤植 睦, 神埜 奈美, ⻄村 行秀, 田島 文博：甲状腺クリーゼにより心肺停止に至
った症例に対してリハビリテーション介⼊を行った 1 例．The Japanese Journal of Rehabilitation 

Medicine(1881-3526)48 巻 12 号 Page 795(2011.12)． 

・橋本 務, ⼩⻄ 英樹, ⼤植 睦：脳血管障害患者の罹患側⾝体像変容と運動麻痺・感覚障害との関係． 

The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)48 巻 Suppl. Page S209(2011.10)． 

・⼩⻄英樹, 橋本 務, ⼤上 睦, 坂野 元彦, 後藤 正樹, 伊藤 倫之, 中村 健, 田島 文博：気管切開後、経
⼝摂取を再獲得できた多系統萎縮症の 1 例．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)48

巻 7 号 Page 492(2011.07)． 

・Koichi Yabunaka, Hiromi Sanada, Shigeru Sanada, Hideki Konishi, Tsutomu Hashimoto, Hidetoshi Yatake, Kenyu 

Yamamoto, Toshizo Katsuda, Mutsumi Ohue ： Sonographic assessment of hyoid bone movement during 

swallowing: a study of normal adults with advancing age ．Radiol Phys Technol. 2011 Jan;4(1):73-7.  

・橋本 務：⼤阪・泉州圏域の地域リハビリテーションと脳卒中連携パス．リハビリテーション科診療
近畿地方会誌(1347-3956)9 号 Page 45(2009.12)． 

・橋本 務, ⼤植 睦, ⼤家 秀樹, 岸⼝ 稔睦, ⼩⻄ 敏彦：和泉市の地域包括ケアシステムの構築につい
て 地域リハビリテーションの視点から．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)46 巻
Suppl. Page S389(2009.05)． 
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・橋本 務, ⼤家 秀樹, ⼤植 睦, 服部 智, ⼩⻄ 英樹, 田島 文博：回復期リハビリテーション病棟の算
定要件からみた当病棟の現況．The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine(1881-3526)46 巻 Suppl. Page 

S362(2009.05)． 

・橋本 務, ⼤家 秀樹, ⼤植 睦, 岸⼝ 稔睦, ⼩⻄ 敏彦, ⼩⻄ 英樹, 田島 文博：泉州圏域の地域リハビ
リ テ ー シ ョ ン に お け る 連 携 の 進 め 方 に 関 す る 検 討 ． The Japanese Journal of Rehabilitation 

Medicine(1881-3526)45 巻 Suppl. Page S246(2008.05)． 


